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山
は
引
い
て
表
情
を
知
り
、分
け
入
っ
て
性
格
を
知
る
。長
く
日
本
の
山
々

と
向
き
合
う
な
か
で
、感
じ
気
付
い
た
こ
と
だ
。

　

山
の
表
情
と
は
、そ
の
姿
形
そ
の
も
の
で
も
あ
り
、人
が
髪
の
毛
を
染
め
る

よ
う
に
、山
も
時
間
ご
と
、天
気
や
四
季
ご
と
に
色
鮮
や
か
に
そ
の
姿
を
変
化

さ
せ
る
。春
が
来
れ
ば
色
と
り
ど
り
の
花
が
咲
き
、夏
が
来
れ
ば
新
緑
に
、秋

が
来
れ
ば
紅
葉
し
、冬
が
来
れ
ば
純
白
と
な
る
。夜
が
明
け
る
と
き
、日
が
沈

む
と
き
、山
は
ほ
ん
の
一
瞬
だ
け
、空
に
う
っ
す
ら
と
広
が
る
雲
と
共
に
赤
く

染
ま
る
。ま
た
、と
き
に
マ
ン
ト
の
よ
う
に
雲
を
ま
と
い
、あ
る
と
き
は
月
夜

に
照
ら
さ
れ
、静
寂
を
装
う
。山
と
何
度
も
向
き
合
う
う
ち
に
、ど
の
山
に
も

個
性
的
な
表
情
が
あ
る
こ
と
を
知
っ
た
。

　

そ
し
て
、も
っ
と
山
の
こ
と
を
知
り
た
け
れ
ば
、近
づ
き
、触
れ
て
、頂
ま
で

登
る
こ
と
だ
。山
と
の
距
離
を
縮
め
れ
ば
、お
の
ず
と
見
え
て
く
る
。美
し
い

自
然
林
が
広
が
る
山
な
の
か
、規
則
正
し
く
並
ん
だ
植
林
の
山
な
の
か
。山
野

草
が
豊
富
な
山
な
の
か
、こ
け
む
し
た
山
な
の
か
。つ
か
む
岩
、足
を
置
く
岩
、

足
元
の
土
や
登
山
道
を
包
む
植
物
た
ち
、一
つ
ひ
と
つ
が
長
い
歳
月
を
費
や

し
て
、山
の
一
部
と
な
り
、山
を
支
え
て
い
る
。

　

日
本
の
国
土
の
７
割
は
森
林
で
あ
り
、全
国
ど
こ
へ
行
っ
て
も
、大
小
の

山
々
が
折
り
重
な
る
よ
う
に
続
い
て
い
く
。

　

山
か
ら
集
落
へ
と
下
り
、町
に
出
て
、時
に
は
川
を
下
り
、海
ま
で
歩
き
出

る
こ
と
も
あ
っ
た
。そ
ん
な
毎
日
の
な
か
で
、ふ
と「
山
は
ど
こ
か
ら
が
山
な

の
か
」と
疑
問
を
も
っ
た
こ
と
が
あ
る
。そ
れ
ま
で
は
、登
山
口
か
ら
山
頂
ま

で
の
限
ら
れ
た
区
間
だ
け
注
目
し
て
い
た
。し
か
し
、山
の
裾
野
は
も
っ
と
広

く
、奥
深
い
。海
か
ら
、町
か
ら
、川
か
ら
、田
畑
か
ら
、多
く
の
場
面
か
ら
、山

の
始
ま
り
を
感
じ
て
き
た
。歩
き
旅
だ
か
ら
こ
そ
、め
ざ
す
山
の
姿
が
見
え
な

く
と
も
、「
次
の
山
へ
の
道
の
り
は
始
ま
っ
て
い
る
」と
、前
へ
と
進
む
力
に
な

っ
て
い
た
。

　

も
う
少
し
遠
い
と
こ
ろ
か
ら
登
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。�

たなか ようき
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田中 陽希

山と向き合う
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Report on research

調査レポート

４
％
と
、い
ず
れ
も
減
少
し
て
い
ま
す
。

〈
露
地
野
菜
〉

　

経
営
体
あ
た
り
の
規
模
は
個
人（
北

海
道
）で
横
ば
い
、個
人（
都
府
県
）と

法
人
で
拡
大
し
て
い
ま
す
。売
上
高
は

販
売
価
格
の
上
昇
や
規
模
拡
大
に
伴
い
、

個
人（
北
海
道
）で
１
１
７
・８
％
、個

人（
都
府
県
）で
１
０
５・１
％
、法
人
で

１
０
２
・７
％
と
い
ず
れ
も
増
加
し
ま

し
た
。

　

利
益
に
つ
い
て
も
、個
人（
北
海
道
）

で
２
１
４
・４
％
、個
人（
都
府
県
）で

１
０
３・４
％
、法
人
で
１
２
８・９
％
と

増
加
し
ま
し
た
。

〈
施
設
野
菜
〉

　

経
営
体
あ
た
り
の
規
模
は
個
人
、法

人
と
も
に
横
ば
い
と
な
り
ま
し
た
。売

上
高
は
個
人
で
１
０
２・４
％
と
増
加
、

農業を営む日本公庫の融資先を対象に、３カ年
（2019年～21年）の決算データを集計して、損益の
動向や財務指標などを分析し、取りまとめました。

多くの業種で
経費の増加が
見られ始めた

2021年
―2021年農業経営動向分析―

法
人
で
１
０
１
・１
％
と
横
ば
い
に
な

り
ま
し
た
。一
方
で
利
益
は
、労
務
・
人

件
費
や
燃
料
動
力
費
な
ど
の
費
用
増
加

に
よ
り
、個
人
が
98
・３
％
、法
人
が
赤

字
幅
拡
大
と
な
り
、と
も
に
減
少
し
ま

し
た
。

〈
茶
〉

　

経
営
体
あ
た
り
の
規
模
は
個
人
で
１

０
２
・８
％
と
増
加
、法
人
で
１
０
０
・

８
％
と
横
ば
い
で
し
た
。売
上
高
は
個

人
で
１
３
３
・６
％
、法
人
で
１
２
３
・

６
％
と
、と
も
に
増
加
。そ
れ
に
伴
い
利

益
も
、個
人
で
３
０
０
・０
％
、法
人
で

黒
字
転
換
と
増
加
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
な
ど
で

20
年
に
は
低
迷
し
て
い
た
一
番
茶
価
格

が
、21
年
に
回
復
傾
向
を
示
し
た
こ
と

な
ど
が
影
響
し
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

２
０
２
１
年
の
農
業
決
算
は
全
体
と

し
て
、売
上
高
は
前
年
並
み
か
増
加
傾

向
で
推
移
し
ま
し
た
。一
方
で
農
業
所
得

　

２
０
２
１
年
の
耕
種
全
体
の
売
上
高

は
個
人
で
前
年
比
１
０
５
・５
％
、法
人

で
同
99
・７
％
と
な
り
ま
し
た
表
１
。

利
益
は
個
人
で
１
０
９・２
％
と
増
加
、法

人
で
81
・６
％
と
減
少
し
て
い
ま
す
。主

な
業
種
の
概
況
は
以
下
の
通
り
で
す
。

〈
稲
作
〉

　

経
営
体
あ
た
り
の
規
模
は
個
人（
北
海

　

２
０
２
１
年
の
畜
産
全
体
で
の
売
上

高
は
個
人
で
１
０
５
・７
％
、法
人
で
１

０
３・９
％
と
、と
も
に
増
加
し
ま
し
た

表
２
。材
料
費
な
ど
の
経
費
も
増
加
し

て
い
ま
す
が
、利
益
と
し
て
は
個
人
で

１
１
８
・８
％
と
増
加
、法
人
で
79
・２

％
と
減
少
し
ま
し
た
。主
な
業
種
の
概

況
は
以
下
の
通
り
で
す
。

は
、酪
農
な
ど
の
畜
産
を
中
心
に
、原
材

料
費
を
は
じ
め
経
費
増
加
に
よ
っ
て
低

調
に
推
移
す
る
業
種
も
目
立
ち
ま
し
た
。

道
）と
法
人
で
横
ば
い
、個
人（
都
府
県
）

で
拡
大
し
ま
し
た
。売
上
高
は
米
価
の
下

落
な
ど
が
あ
り
、個
人（
北
海
道
）が
97・

６
％
、法
人
が
94
・３
％
と
減
少
。個
人

（
都
府
県
）が
98
・３
％
と
横
ば
い
に
な

り
ま
し
た
。利
益
は
材
料
費
の
高
騰
も

あ
り
、個
人（
北
海
道
）が
82
・４
％
、個

人（
都
府
県
）が
85
・７
％
、法
人
が
59
・

〈
酪
農
〉

　

経
営
体
あ
た
り
の
規
模
は
個
人
で
横

ば
い
、法
人
で
拡
大
し
ま
し
た
。売
上
高

は
生
乳
生
産
量
の
増
加
な
ど
に
よ
り
個

人
で
１
０
４・９
％
、法
人
で
１
０
６・４

％
と
、と
も
に
増
加
し
て
い
ま
す
。そ

れ
に
対
し
て
利
益
は
、材
料
費
の
高
騰

な
ど
に
よ
り
個
人
で
91
・３
％
、法
人
で

耕
種
部
門
の
収
益
状
況

業
種
に
よ
っ
て
利
益
の
明
暗
分
か
れ
る

畜
産
部
門
の
収
益
状
況

利
益
は
個
人
で
増
加
、法
人
で
減
少
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表１　耕種部門の収益状況　稲作は利益減少、果樹や露地野菜では増加

表２　畜産部門の収益状況　酪農や養豚で利益下がるも、肉用牛と採卵鶏は持ち直し

売上と所得・利益の対前年比較

注１）経営規模、売上高、農家所得及び経常利益は経営部門毎の１経営体あたりの平均値を記載
注２）増減率はラウンドの関係で数値が合わない場合がある
※ 個人は農家所得（青色申告の専従者給与控除前利益）、法人は経常利益の値を記載。法人の経常利益は役員報酬などを差し引いた後の数値であるため、個人の農業

所得とは別の指標となっている。
　役員報酬差引前経常利益の数値は右横の（参考）の値を参照。

（金額単位：百万円）

業　種 サンプル
数

経営規模 売上高 個人：専従者給与控除前所得
法人：経常利益　　　　　　

（参考）
経常利益+役員報酬

2020年 2021年 20年 21年 前年対比 20年 21年 前年対比 20年 21年 前年対比

全　体
個人

全国
3,054 30.6 32.3 105.5% → 6.7 7.3 109.2% →

法人 926 91.8 91.5 99.7% → 5.1 4.1 81.6%→

稲　作
個人

北海道 54 17.3ha 17.2ha 37.3 36.4 97.6%→ 10.8 8.9 82.4%→

都府県 863 17.0ha 17.7ha 30.0 29.5 98.3% → 7.7 6.6 85.7%→

法人 全国 647 37.1ha 37.5ha 73.5 69.3 94.3%→ 6.4 3.8 59.4%→ 13.1 10.6 80.9%
北海道
畑　作

個人
北海道

65 45.7ha 46.1ha 66.1 82.5 124.8% → 14.7 26.2 178.2% →
法人 44 63.8ha 62.8ha 85.1 90.4 106.2% → 8.3 14.0 168.7% → 18.2 24.1 132.4%

果樹
個人

全国
281 1.9ha 1.9ha 17.9 19.6 109.5% → 5.2 5.7 109.6% →

法人 30 6.5ha 6.8ha 116.9 128.5 109.9% → 0.3 1.0 333.3% → 4.6 5.5 119.6%

露地野菜
個人

北海道 80 9.8ha 9.9ha 56.6 66.7 117.8% → 9.7 20.8 214.4% →
都府県 383 3.2ha 3.3ha 29.3 30.8 105.1% → 5.8 6.0 103.4% →

法人 全国 81 15.2ha 15.5ha 134.9 138.5 102.7% → 3.8 4.9 128.9% → 13.7 14.9 108.8%

施設野菜
個人

全国 1,064 4.1千㎡ 4.2千㎡ 29.2 29.9 102.4% → 5.8 5.7 98.3% →
うちトマト 395 4.8千㎡ 4.9千㎡ 33.7 34.1 101.4% → 6.0 5.9 98.3% →

法人 全国 46 16.0千㎡ 15.7千㎡ 145.1 146.7 101.1% → -1.3 -2.6 赤字幅拡大→ 8.2 7.6 92.7%

施設花き
個人

全国
190 5.7千㎡ 5.9千㎡ 38.6 46.2 119.7% → 7.0 11.6 165.7% →

法人 22 9.9千㎡ 9.8千㎡ 131.2 145.2 110.7% → 0.0 3.9 黒字転換 → 8.8 13.8 156.8%

茶
個人

全国
61 7.0ha 7.2ha 27.7 37.0 133.6% → 2.9 8.7 300.0% →

法人 47 25.9ha 26.1ha 127.1 157.1 123.6% → -4.1 8.4 黒字転換 → 6.9 20.0 289.9%

キノコ
個人

全国
13 24.5t 31.5t 36.2 33.0 91.2%→ 6.7 2.6 38.8%→

法人 9 452.0t 440.1t 418.9 393.0 93.8%→ 13.4 -3.9 赤字転換→ 22.9 5.8 25.3%

（金額単位：百万円）

業　種 サンプル
数

経営規模 売上高 個人：専従者給与控除前所得
法人：経常利益　　　　　　

（参考）
経常利益+役員報酬

2020年 2021年 20年 21年 前年対比 20年 21年 前年対比 20年 21年 前年対比

全　体
個人

全国
972 108.5 114.7 105.7% → 8.3 9.9 118.8% →

法人 671 557.5 579.5 103.9% → 21.7 17.2 79.2%→

酪　農

個人
全国 547 68.3頭 68.9頭 91.1 95.6 104.9% → 10.0 9.1 91.3%→

北海道 56 82.8頭 84.3頭 110.0 112.7 102.5% → 14.8 12.5 84.5%→

都府県 491 66.6頭 67.1頭 88.9 93.6 105.3% → 9.4 8.7 92.6%→

法人
全国 310 224.4頭 238.3頭 275.7 293.5 106.4% → 10.6 6.3 59.8%→ 24.6 20.6 83.7%
北海道 169 259.1頭 281.7頭 295.0 316.6 107.3% → 13.1 8.2 62.6%→ 29.6 24.7 83.4%
都府県 141 182.8頭 186.2頭 252.6 265.8 105.2% → 7.6 4.1 53.9%→ 18.5 15.6 84.3%

肉用牛
肥　育

個人
全国

332 191.6頭 193.1頭 133.6 141.3 105.8% → 4.8 11.0 229.2% →
法人 125 1232.8頭 1253.7頭 770.8 766.4 99.4%→ 7.4 18.3 247.3% → 19.4 30.4 156.7%

養　豚
個人

全国
58 147.7頭 149.7頭 115.1 120.8 105.0% → 15.1 11.1 73.5%→

法人 152 783.3頭 789.4頭 740.7 735.9 99.4%→ 64.8 30.0 46.3%→ 85.2 51.1 60.0%

採卵鶏
個人

全国
19 52.3千羽 50.7千羽 136.4 160.7 117.8% → -0.1 8.9 黒字転換 →

法人 61 315.5千羽 303.2千羽 1,112.0 1,268.5 114.1% → 4.2 42.6 1014.3% → 17.8 56.1 315.2%

ブロイラー
個人

全国
16 55.9千羽 53.8千羽 126.8 138.9 109.5% → 10.2 9.7 95.1%→

法人 23 182.3千羽 185.1千羽 516.2 557.4 108.0% → 9.5 4.3 45.3%→ 20.0 16.1 80.5%
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59・８
％
と
、と
も
に
減
少
し
ま
し
た
。

〈
肉
用
牛
肥
育
〉

　

経
営
体
あ
た
り
の
規
模
は
個
人
、法

人
と
も
に
横
ば
い
で
推
移
し
て
い
ま
す
。

売
上
高
は
個
人
で
１
０
５
・４
％
と
増

加
、法
人
で
99
・４
％
と
横
ば
い
と
な
り

ま
し
た
。

　

利
益
に
つ
い
て
は
素
牛
や
飼
料
費

な
ど
の
価
格
が
前
年
か
ら
上
昇
し
た

こ
と
で
期
末
棚
卸
額
が
増
加（
＝
そ
の

他
費
用
が
大
き
く
減
少
）し
、個
人
で

２
２
９
・２
％
、法
人
で
２
４
７
・３
％

と
、と
も
に
増
加
し
ま
し
た
。

〈
養
豚
〉

　

経
営
体
あ
た
り
の
規
模
は
個
人
・
法

人
と
も
に
横
ば
い
で
推
移
し
て
い
ま
す
。

売
上
高
は
個
人
で
１
０
５
・０
％
と
増

加
、法
人
で
99
・４
％
と
横
ば
い
で
し
た
。

利
益
は
飼
料
費
を
含
む
材
料
費
が
上
昇

し
た
こ
と
な
ど
に
よ
り
個
人
で
73
・５

％
、法
人
で
46
・３
％
と
、と
も
に
減
少

し
ま
し
た
。

〈
採
卵
鶏
〉

　

経
営
体
あ
た
り
の
規
模
は
個
人
、法

人
と
も
に
縮
小
し
ま
し
た
。売
上
高
は

卵
価
が
上
昇
し
た
こ
と
な
ど
に
よ
り
個

人
で
１
１
７・８
％
、法
人
で
１
１
４・１

％
と
、い
ず
れ
も
増
加
し
ま
し
た
。経
費

も
増
加
し
た
も
の
の
売
上
高
増
加
の
影

響
が
大
き
く
、利
益
は
個
人
で
黒
字
転

換
、法
人
で
１
０
１
４・３
％
と
増
加
し

て
い
ま
す
。

　

農
業
経
営
全
体
の
利
益
に
つ
い
て
２

０
２
０
年
と
21
年
を
比
較
す
る
と
、耕

種
で
は
個
人
で
横
ば
い
、法
人
で
減
少
、

畜
産
で
は
個
人
が
増
加
す
る
一
方
で
法

人
が
減
少
す
る
と
い
う
明
暗
の
分
か
れ

る
形
と
な
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
を
さ
ら
に
長
期
的
な
動
き
と
し

て
捉
え
る
た
め
に
直
近
８
年
間（
14
～

21
年
）の
農
業
所
得（
法
人
は
経
常
利

益
に
役
員
報
酬
を
加
え
た
も
の
）の
推

に
利
益
が
悪
化
し
て
い
ま
し
た
が
、21
年

の
増
加
で
持
ち
直
し
の
動
き
が
見
ら
れ

ま
し
た
。今
後
こ
の
動
き
が
継
続
し
て

い
く
か
、動
向
が
注
目
さ
れ
ま
す
。

　

次
に
畜
産
で
す
が
、酪
農
は
全
体
的

な
動
き
と
し
て
、飼
料
を
は
じ
め
と
す

る
原
材
料
価
格
の
高
騰
な
ど
の
影
響
で

直
近
数
年
は
利
益
の
減
少
が
続
い
て
お

り
、法
人
で
は
直
近
８
年
で
最
低
水
準

に
至
る
な
ど
厳
し
い
現
状
が
う
か
が
え

ま
す
図
３・４
。ま
た
、養
豚
は
20
年

の
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
需
要
が
好
調
で

し
た
が
、状
況
が
落
ち
着
い
た
こ
と
で

減
少
に
至
っ
た
と
い
う
傾
向
が
見
て
取

れ
ま
す
。採
卵
鶏
に
つ
い
て
は
、相
場
が

下
落
し
始
め
た
18
年
以
降
は
農
業
所

得
・
経
常
利
益
ベ
ー
ス
で
も
か
な
り
低

調
な
推
移
を
続
け
て
い
ま
し
た
が
、21

年
で
は
相
場
回
復
と
と
も
に
持
ち
直
し

の
動
き
が
出
て
き
て
い
る
こ
と
が
わ
か

り
ま
し
た
。�

※�

今
回
決
算
分
析
の
注
意
点（
以
下
の

点
に
注
意
し
て
、デ
ー
タ
を
ご
活
用

く
だ
さ
い
。）

①�
２
０
１
９
年
10
月
か
ら
消
費
税
の
軽

減
税
率
制
度
が
実
施
さ
れ
て
複
数
税

率
と
な
っ
た
た
め
、20
年
の
決
算
書

に
お
い
て
は
、農
家
の
委
託
販
売
に
係

る
経
理
処
理
が
変
更
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

�

具
体
的
に
は
、今
ま
で
農
家
は
農
協

な
ど
へ
の
委
託
販
売
手
数
料
を
差
し

引
い
た
売
上
代
金
を
課
税
売
上
と
す

る
こ
と
が
認
め
ら
れ
て
い
た
と
こ
ろ

（
純
額
処
理
）、19
年
10
月
以
降
は「
総

額
処
理
」と
し
て
売
上
金
額
と
委
託

販
売
手
数
料
を
分
け
て
処
理
す
る
方

法
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。そ

の
た
め
個
々
の
経
営
に
よ
っ
て
決
算

の
数
字
に
も
影
響
が
出
て
い
る
可
能

性
が
あ
り
ま
す
。

②�

20
年
は
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
に
よ
り
、

さ
ま
ざ
ま
な
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト

（
補
助
金
や
収
入
保
険
な
ど
）が
実
施

さ
れ
ま
し
た
。そ
の
た
め
、個
々
の
経

営
に
よ
っ
て
決
算
の
数
字
に
も
影
響

が
出
て
い
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

�

（
情
報
企
画
部
　
高
田�

圭
介
）

【
集
計
・
分
析
対
象
】

⃝

集
計
・
分
析
対
象
先

　

�

公
庫
取
引
先
５
６
２
３
先
（
個
人
経
営

４
０
２
６
先
、法
人
経
営
１
５
９
７
先
）

⃝
�

対
象
経
営
部
門（
農
業
収
入
の
第
一
位
部
門
で

区
分
）

　

耕
種
８
部
門
：�

稲
作
、北
海
道
畑
作
、果
樹
、露

地
野
菜
、施
設
野
菜
、施
設
花

き
、茶
、キ
ノ
コ

　

畜
産
５
部
門
：�

酪
農
、肉
用
牛
肥
育
、養
豚
一

貫
、採
卵
鶏
、ブ
ロ
イ
ラ
ー

⃝

対
象
決
算
期

　

２
０
１
９
年
・
20
年
・
21
年

　

�

法
人
は
各
年
12
月
～
翌
年
３
月
が
決
算
期
の

も
の

【
注
】

・�

文
書
中
の「
増
益
」や「
減
益
」は
、個
人
経
営

で
は
農
家
所
得（
専
従
者
給
与
控
除
前
・
税
引

前
）、法
人
経
営
で
は
経
常
利
益
が
増
加
し
た

か
減
少
し
た
か
で
判
断
し
て
い
る
。�

移
を
見
ま
す
。

　

ま
ず
耕
種
に
お
い
て
、稲
作
は
直
近
の

利
益
の
動
き
と
し
て
は
個
人
・
法
人
と
も

に
減
少
し
ま
し
た
図
１・２
。こ
れ
を

さ
ら
に
直
近
８
年
間
で
見
る
と
、米
価

下
落
に
よ
り
史
上
最
低
価
格
と
な
っ
た

14
年
の
水
準
こ
そ
超
え
て
い
る
も
の
の
、

２
番
目
に
低
い
値
と
な
っ
て
お
り
、厳

し
い
現
状
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

　

茶
に
つ
い
て
は
、17
年
以
降
継
続
的

直
近
８
年
間
の
利
益
の
推
移

稲
作
や
酪
農
で
特
に
厳
し
い
現
状
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Report on research

直近８年間の利益の推移
茶と採卵鶏で大幅な利益回復、稲作や酪農は厳しい状況続く

図１ 【個人／耕種】単位規模当たり農業所得の推移
　　 （2014～2021年、2014年の数値を100％とする）

図２ 【法人/耕種】単位規模当たり「役員報酬+経常利益」の推移
　　 （2014～2021年、2014年の数値を100％とする）

図３ 【個人／畜産】単位規模当たり農業所得の推移
　　 （2014年～2021年、2014年の数値を100％とする）

図４ 【法人／畜産】単位規模当たり「役員報酬+経常利益」の推移
　　 （2014～2021年、2014年の数値を100％とする）
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筆
者
が
日
本
の
産
業
と
し
て
特
に
大
き
な
可
能
性
を

感
じ
て
い
る
の
が
林
業
を
含
む
第
一
次
産
業
で
あ

る
。非
常
に
品
質
が
良
い
の
に
も
か
か
わ
ら
ず
、輸
出
が
少

な
す
ぎ
る
と
い
う
こ
と
で
、国
策
と
し
て
も
グ
ロ
ー
バ
ル
展

開
が
推
し
進
め
ら
れ
て
き
た
。

　

近
年
、そ
の
成
果
が
出
始
め
、２
０
１
３
年
ま
で
50
億
円

程
度
だ
っ
た
木
材
輸
出
額
は
21
年
度
に
は
そ
の
６
倍
以
上

の
３
３
０
億
円
に
達
し
た
。そ
れ
だ
け
実
力
が
と
も
な
っ
て

き
た
と
い
う
こ
と
の
証
左
だ
ろ
う
。

　

日
本
政
府
は
、21
年
に
１
・２
兆
円
へ
到
達
し
た
農
林
水

産
物
輸
出
額
を
30
年
に
５
兆
円
へ
増
や
す
目
標
を
掲
げ
て

い
る
が
、コ
ロ
ナ
禍
前
の
19
年
に
は
日
本
の
イ
ン
バ
ウ
ン
ド

消
費
額（
Ｇ
Ｄ
Ｐ
で
は
サ
ー
ビ
ス
の
輸
出
に
計
上
）は
年
間

４・８
兆
円
だ
っ
た
。こ
れ
は
か
な
り
大
き
な
額
で
あ
り
、実

際
に
疲
弊
し
た
地
方
都
市
や
廃
線
寸
前
の
沿
線
が
再
生
し

て
地
価
が
上
昇
に
転
じ
る
ほ
ど
で
あ
っ
た
。つ
ま
り
、農
林

水
産
物
も
年
間
５
兆
円
規
模
で
輸
出
で
き
る
よ
う
に
な
れ

ば
、日
本
の
経
済
は
地
方
を
中
心
に
か
な
り
底
上
げ
さ
れ
る

こ
と
が
期
待
で
き
る
。

　

た
だ
、特
に
林
業
に
つ
い
て
は
、国
土
の
狭
い
日
本
で
は

無
理
と
思
わ
れ
る
か
も
し
れ
な
い
。し
か
し
、そ
の
常
識
を

覆
す
根
拠
が
あ
る
。そ
れ
が
ド
イ
ツ
で
あ
る
。国
土
に
占
め

る
森
林
面
積
の
割
合
を
見
る
と
、先
進
国
の
中
で
１
位
が
フ

ィ
ン
ラ
ン
ド
の
73・１
％
だ
が
、２
位
が
何
と
日
本
の
68・５

％
で
あ
る
。対
し
て
、ド
イ
ツ
は
32・７
％
で
あ
り
、日
本
に

比
べ
て
森
林
が
豊
富
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
。ま
た
、実
際

の
森
林
面
積
も
日
本
の
２
５
０
０
万
㌶
に
対
し
て
、ド
イ
ツ

は
１
１
４
１
万
㌶
と
日
本
の
半
分
以
下
で
あ
り
、日
本
の
人

工
林
の
面
積
１
０
２
０
万
㌶
と
そ
こ
ま
で
差
が
な
い
。

　

と
こ
ろ
が
、ド
イ
ツ
の
18
年
の
年
間
木
材
生
産
量
は

６
４
０
０
万
立
方
㍍
と
、日
本（
３
１
１
４
万
立
方
㍍
）の
２

倍
以
上
と
な
っ
て
い
る
。時
系
列
で
見
て
も
、２
０
１
０
年

代
以
降
の
木
材
生
産
量
が
横
ば
い
の
日
本
に
対
し
て
、ド
イ

ツ
は
１
９
９
３
年
以
降
木
材
生
産
量
を
増
や
し
て
お
り
、い

か
に
ド
イ
ツ
の
林
業
が
活
発
か
を
よ
く
示
し
て
い
る
。

　

ま
た
、ド
イ
ツ
の
製
材
品
の
木
材
自
給
率
は
１
０
０
％
を

●
な
が
は
ま 

と
し
ひ
ろ
●

１
９
９
５
年
第
一
生
命
保
険
入
社
、日
本
経
済

研
究
セ
ン
タ
ー
を
経
て
、２
０
１
６
年
よ
り
現

職
。内
閣
府
経
済
財
政
諮
問
会
議
有
識
者
、経
済

産
業
省「
物
価
高
に
お
け
る
流
通
業
の
あ
り
方

検
討
会
」委
員
。著
書
に『
給
料
が
上
が
ら
な
い

の
は
、円
安
の
せ
い
で
す
か
？
』（
Ｐ
Ｈ
Ｐ
研
究

所
）、『
日
本
病 

な
ぜ
給
料
と
物
価
は
安
い
ま
ま

な
の
か
』（
講
談
社
現
代
新
書
）な
ど
。

第
一
生
命
経
済
研
究
所 

首
席
エ
コ
ノ
ミ
ス
ト

永
濱 

利
廣
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主張・多論百出

誇
る
。一
方
、日
本
の
木
材
自
給
率
は
年
々
回
復
傾
向
に
あ

る
も
の
の
、い
ま
だ
に
４
割
強
と
な
っ
て
い
る
。

こ
う
し
た
ド
イ
ツ
林
業
の
特
徴
は
、国
の
方
針
に
よ
り

天
然
更
新（
自
然
の
力
に
よ
っ
て
成
立
す
る
森
）を

基
本
と
し
、自
然
に
近
い
形
で
の
林
業
が
お
こ
な
わ
れ
て
い

る
こ
と
で
あ
る
。こ
の
た
め
、木
を
植
え
る
と
き
に
も
、気
候

に
合
っ
た
育
ち
の
良
い
広
葉
樹
が
多
く
植
え
ら
れ
て
い
る
。

　

対
し
て
日
本
の
木
材
生
産
は
、伐
採
し
て
植
え
る
と
い
っ

た
循
環
的
な
林
業
を
お
こ
な
っ
て
き
た
が
、木
材
価
格
の
低

下
な
ど
か
ら
こ
の
循
環
が
う
ま
く
い
か
な
い
時
期
が
続
い

て
き
た
。コ
ロ
ナ
禍
を
契
機
と
し
た
ウ
ッ
ド
シ
ョ
ッ
ク
が
ロ

シ
ア
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
で
さ
ら
に
深
刻
化
し
、日
本
の
林

業
に
チ
ャ
ン
ス
が
到
来
し
て
い
る
が
、作
業
シ
ス
テ
ム
や
供

給
に
大
き
な
課
題
が
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
。

　

と
い
う
の
も
、ド
イ
ツ
は
路
網
が
整
備
さ
れ
て
お
り
搬
出

コ
ス
ト
も
抑
制
で
き
る
が
、日
本
は
一
か
ら
作
業
道
を
造
設

す
る
必
要
が
あ
る
。降
水
・
台
風
や
土
壌
に
よ
っ
て
は
造
設

し
た
作
業
道
が
崩
れ
て
し
ま
う
こ
と
も
よ
く
あ
る
よ
う
だ
。

ド
イ
ツ
は
な
だ
ら
か
な
森
林
が
多
い
地
形
に
適
し
た
森
林

委
託
が
さ
れ
て
い
る
が
、日
本
は
ま
だ
適
し
た
作
業
シ
ス
テ

ム
が
確
立
し
て
い
な
い
と
の
こ
と
で
あ
る
。

　

た
だ
、逆
説
的
に
考
え
れ
ば
、低
炭
素
社
会
で
新
た
な
役

割
も
期
待
さ
れ
る
林
業
は
、戦
後
植
林
さ
れ
た
樹
木
が
成
長

し
て
い
る
今
、路
網
整
備
な
ど
の
支
援
に
よ
り
成
長
が
期
待

で
き
る
好
機
に
あ
る
と
い
え
よ
う
。特
に
こ
れ
か
ら
は
、低

炭
素
社
会
へ
の
移
行
に
よ
っ
て
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
や
金
属
を

利
用
し
た
製
品
か
ら
木
材
へ
の
需
要
シ
フ
ト
が
期
待
さ
れ

る
。そ
し
て
、木
材
産
業
全
体
を
勘
案
す
れ
ば
、経
済
波
及
効

果
も
期
待
で
き
、林
業
が
中
山
間
地
域
の
持
続
可
能
な
産
業

の
起
点
と
し
て
発
展
す
る
可
能
性
も
秘
め
て
い
る
。

　

日
本
で
は
一
流
大
学
卒
の
優
秀
な
学
生
は
、外
資
系
の
コ

ン
サ
ル
や
投
資
銀
行
な
ど
に
行
き
た
い
と
思
う
人
が
多
い
よ

う
だ
。し
か
し
、ド
イ
ツ
で
は
森
林
官
と
い
う
職
業
が
医
者

と
同
程
度
の
人
気
を
子
ど
も
か
ら
得
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

そ
の
た
め
、日
本
の
林
業
従
事
者
が
５
万
人
強
な
の
に
対
し
、

ド
イ
ツ
で
は
１
２
０
万
人
以
上
と
自
動
車
産
業
従
事
者
よ
り

多
い
。こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、日
本
は
や
り
方
次
第
で
林
業

で
も
グ
ロ
ー
バ
ル
に
市
場
規
模
を
拡
大
で
き
る
の
で
は
な

い
か
と
思
わ
れ
る
。漁
業
や
農
業
も
含
め
て
わ
が
国
の
農
林

水
産
業
を
新
し
い
視
点
で
見
直
し
、国
が
積
極
的
に
人
材
や

イ
ン
フ
ラ
に
投
資
を
し
て
い
け
ば
、グ
ロ
ー
バ
ル
に
稼
げ
る

産
業
が
日
本
で
も
も
っ
と
育
ち
、増
え
て
い
く
は
ず
だ
。�

大
い
に
可
能
性
を
秘
め
て
い
る
日
本
の
林
業

森
林
大
国
ド
イ
ツ
に
学
び「
稼
げ
る
産
業
」へ



森
林
と
と
も
に
生
き
る
町

　

北
海
道
下
川
町
の
人
口
は
約
３
０
０
０
人
、旭
川
市

か
ら
北
に
車
で
２
時
間
の
と
こ
ろ
に
位
置
し
て
い
て
、

面
積
の
88
％
が
森
林
に
覆
わ
れ
て
い
る
町
で
す
。夏
は

35
度
、冬
は
マ
イ
ナ
ス
30
度
と
寒
暖
の
差
が
60
度
以
上

の
厳
し
い
環
境
で
す
が
、農
林
業
を
主
産
業
と
し
て
、特

産
品
の
フ
ル
ー
ツ
ト
マ
ト
や
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
の
栽
培
が

盛
ん
で
す
。ま
た
、農
閑
期
の
収
入
源
と
し
て
始
め
ら

れ
た
手
延
べ
う
ど
ん
の
製
造
所
も
多
く
存
在
し
て
い
ま

す
。さ
ら
に
、厳
し
い
冬
の
寒
さ
を
利
用
し
た
イ
ベ
ン

ト「
ア
イ
ス
キ
ャ
ン
ド
ル
」の
発
祥
の
地
で
あ
り
、ス
キ

ー
ジ
ャ
ン
プ
の
葛
西
紀
明
選
手
を
は
じ
め
多
く
の
選
手

を
輩
出
し
て
い
る
町
で
も
あ
り
ま
す
。

　

下
川
町
の
歴
史
は
１
９
０
１
年
に
岐
阜
県
の
人
々
が

入
植
し
た
こ
と
に
よ
り
始
ま
り
ま
す
。農
業
、林
業
、鉱

業
を
基
幹
産
業
と
し
て
発
展
し
、人
口
は
１
万
５
０
０
０

人
を
超
え
ま
し
た
。そ
の
後
、高
度
経
済
成
長
期
に
木
材

の
輸
入
自
由
化
や
環
境
規
制
強
化
に
よ
り
、林
業
や
鉱

業
が
衰
退
し
、急
激
に
人
口
が
減
少
し
ま
し
た
。そ
う

し
た
危
機
に
対
し
て
、地
域
一
丸
と
な
り「
持
続
可
能

な
地
域
社
会
」の
実
現
を
テ
ー
マ
に
町
づ
く
り
を
進
め
、

２
０
１
８
年
に
国
の
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
未
来
都
市
の
選
定
を
受

け
て
い
ま
す
。豊
富
な
森
林
資
源
を
活
用
し
、森
林
林
業

の
総
合
産
業
化
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。ま
た
、高
齢

化
率
40
％
を
超
え
た
地
域
で「
誰
一
人
取
り
残
さ
な
い
」

を
テ
ー
マ
に
集
住
化
モ
デ
ル
を
実
践
し
、木
質
バ
イ
オ

マ
ス
活
用
を
中
心
と
し
た
エ
ネ
ル
ギ
ー
自
給
と
脱
炭
素

社
会
構
築
を
め
ざ
し
て
い
ま
す
。

循
環
型
森
林
経
営
の
実
践

　

こ
の
よ
う
な
取
り
組
み
は
、下
川
町
が
進
め
て
き
た

「
循
環
型
の
森
林
づ
く
り
」が
礎
と
な
っ
て
い
ま
す
。し

か
し
、歴
史
を
ひ
も
と
く
と
決
し
て
平
た
ん
な
道
の
り

で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。１
９
５
３
年
に
町
の
基
本

財
産
の
形
成
を
目
的
と
し
て
、財
政
規
模
１
億
円
の
時

代
に
８
８
０
０
万
円
を
投
じ
て
国
有
林
を
購
入
し
、天

然
林
を
選
ん
で
伐
る
択
伐
に
よ
り
、町
有
林
経
営
が
始

ま
り
ま
し
た
。し
か
し
、不
運
に
も
購
入
の
翌
年
に
洞と

う

爺や

丸ま
る

台
風
の
被
害
を
受
け
ま
し
た
。こ
れ
か
ら
伐
採
し

よ
う
と
し
て
い
た
木
が
、一
晩
に
し
て
風
倒
木
の
山
と

化
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。こ
れ
を
機
に
、天
然
林
択
伐

施
業
で
は
な
く
、人
が
植
え
て
育
て
る
循
環
型
の
町
有

林
経
営
に
移
行
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

　

具
体
的
に
は
、年
間
50
㌶
の
土
地
に
カ
ラ
マ
ツ
や
ト

ド
マ
ツ
な
ど
の
針
葉
樹
を
植
林
し
、60
年
を
サ
イ
ク
ル

と
し
て
循
環
す
る
仕
組
み
を
つ
く
る
こ
と
で
、山
の
手

入
れ
や
木
材
加
工
な
ど
永
続
的
に
仕
事
が
生
ま
れ
る
た

め
、雇
用
の
安
定
化
を
図
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

そ
の
後
も
３
０
０
０
㌶
の
人
工
林
資
源
を
目
標
と
し

て
国
有
林
を
買
い
続
け
、現
在
、約
４
７
０
０
㌶
の
町

有
林
を
管
理
し
て
い
ま
す
。適
切
に
森
林
管
理
し
認
証

す
る
国
際
的
な
制
度
で
あ
る
、Ｆ
Ｓ
Ｃ
R認
証
制
度
に
取

り
組
み
、03
年
に
北
海
道
で
初
め
て
取
得
し
ま
し
た
。

　

伐
採
さ
れ
た
木
材
は
全
量
町
内
に
供
給
さ
れ
、ゼ
ロ

エ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
の
考
え
方
で
地
域
内
に
お
い
て
加
工
し

ま
す
。町
内
で
製
材
や
集
成
材
、燻
煙
材
に
加
工
す
る

地
域
資
源
の
森
林
を
余
す
こ
と
な
く
活
用
し

未
来
に
つ
な
げ
る
循
環
型
森
林
経
営
を
実
践

北
海
道
下
川
町

下
川
町 

農
林
課 

森
林
づ
く
り
専
門
員

伊
東 

拓
馬
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連
載
　
地
域
再
生
へ
の
助
走

ま
ち
づ
く
り
　む

らづ
くり　まちづくり　

む
ら
づ
く
りドットコム

ま
ちづくり　むらづく

り



地域再生への助走

な
ど
付
加
価
値
を
つ
け
た
う
え
で
、域
外
に
流
通
さ
せ

る
仕
組
み
を
構
築
し
、地
域
へ
の
安
定
的
な
木
材
供
給

を
図
り
、林
産
業
の
発
展
に
寄
与
し
て
い
ま
す
。

　

木
の
破
片
な
ど
使
い
切
れ
な
い
林
地
残
材
は
、木
質

バ
イ
オ
マ
ス
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
し
て
活
用
し
余
す
こ
と
な

く
使
っ
て
い
ま
す
。地
元
燃
料
組
合
と
と
も
に
、熱
で
作

っ
た
温
水
を
公
共
施
設
な
ど
に
供
給
し
エ
ネ
ル
ギ
ー
自

給
に
つ
な
げ
て
い
ま
す
。現
在
で
は
８
基
の
バ
イ
オ
マ

ス
ボ
イ
ラ
ー
が
稼
働
し
、23
施
設
に
熱
を
供
給
、公
共
施

設
の
68
％
を
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
転
換
し
て
い
ま

す
。さ
ら
に
、化
石
燃
料
と
比
較
し
た
削
減
見
合
い
額
を
、

給
食
費
や
医
療
費
の
無
料
化
な
ど
子
育
て
支
援
に
活
用

し
町
民
に
還
元
し
て
い
ま
す
。ま
た
、森
林
管
理
に
よ

る
温
室
効
果
ガ
ス
の
排
出
削
減
量
を
ク
レ
ジ
ッ
ト
化
し
、

カ
ー
ボ
ン
オ
フ
セ
ッ
ト
を
通
じ
て
、都
市
部
の
企
業
と

か
か
わ
る
な
ど
資
金
調
達
の
幅
が
広
が
っ
て
き
て
い

ま
す
。

「
ス
マ
ー
ト
林
業
」の
取
り
組
み

　

町
有
林
経
営
を
お
こ
な
う
な
か
で
の
課
題
は
、安
定

的
な
造
林
事
業
の
確
保
が
あ
り
ま
す
。近
年
で
は
苗
木

の
不
足
や
林
業
人
材
の
不
足
が
影
響
し
、伐
採
か
ら
植

林
の
面
積
が
減
少
し
て
い
ま
す
。こ
の
よ
う
な
状
況
を

打
開
す
る
た
め
、さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
を
お
こ
な
っ

て
い
ま
す
。

　

ま
ず
、最
近
、脱
炭
素
で
注
目
の「
ク
リ
ー
ン
ラ
ー
チ
」

の
供
給
量
を
増
や
す
た
め
公
営
採
種
園
の
整
備
を
進
め

ま
す
。北
海
道
が
開
発
し
た
優
良
品
種
で
、成
長
力
、二

酸
化
炭
素
吸
収
量
が
高
く
、成
木
に
な
る
ま
で
の
手
入

れ
が
少
な
く
す
み
ま
す
。加
え
て
木
材
と
し
て
の
品
質

も
良
い
こ
と
が
わ
か
っ
て
き
た
た
め
、将
来
的
な
造
林

樹
種
と
し
て
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。北
海
道
で
は
、16

年
の
台
風
被
害
の
影
響
に
よ
り
、長
期
的
な
苗
木
不
足

が
発
生
し
て
お
り
、ク
リ
ー
ン
ラ
ー
チ
の
生
産
体
制
を

構
築
し
安
定
確
保
を
図
り
ま
す
。

　

ま
た
、人
材
育
成
が
喫
緊
の
課
題
で
す
。子
ど
も
た
ち

が
地
域
資
源
で
あ
る
森
林
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
ら
れ

る
よ
う
、教
育
委
員
会
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
と
連
携
し
、フ

ィ
ン
ラ
ン
ド
発
の
森
林
環
境
を
学
ぶ
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム

「
Ｌ
Ｅ
Ａ
Ｆ
」を
ベ
ー
ス
に
、幼
児
か
ら
高
校
生
ま
で
の

15
年
一
貫
し
た
体
験
型
の
森
林
環
境
教
育
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。さ
ら
に
、周
辺
の
農
業
高
校
や
道
立
北
の

森
づ
く
り
専
門
学
院
の
実
習
を
受
け
入
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
と
並
行
し
て
、Ｉ
Ｃ
Ｔ
技
術
を
活
用
し
た「
ス

マ
ー
ト
林
業
」の
取
り
組
み
も
進
め
て
い
ま
す
。効
率

的
な
木
材
生
産
・
流
通
体
制
の
整
備
と
需
給
マ
ッ
チ
ン

グ
の
円
滑
化
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
、19
年
に
北
海
道

な
ど
と「
ス
マ
ー
ト
林
業
Ｅ
Ｚ
Ｏ
モ
デ
ル
構
築
協
議
会
」

を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。従
来
、丸
太
の
サ
イ
ズ
や
素
材

と
し
て
利
用
可
能
な
材
積
を
手
作
業
で
計
測
し
て
い
ま

し
た
が
、Ｉ
Ｃ
Ｔ
ハ
ー
ベ
ス
タ
を
活
用
す
る
こ
と
で
材

積
や
数
量
、伐
採
地
の
位
置
情
報
を
把
握
す
る
こ
と
が

可
能
と
な
り
ま
す
。ま
た
、オ
ペ
レ
ー
タ
ー
の
経
験
や

勘
が
頼
り
だ
っ
た
採
材
作
業
を
、１
本
の
丸
太
を
最
も

価
格
が
良
い
条
件
を
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
が
選
ん
で
最
適

な
長
さ
に
採
材
で
き
ま
す
。こ
の
よ
う
に
人
が
お
こ
な

っ
て
い
た
作
業
を
Ｉ
Ｃ
Ｔ
化
す
る
こ
と
で
効
率
化
を
図

り
、生
産
力
の
向
上
が
見
込
ま
れ
ま
す
。

　

今
後
、森
林
づ
く
り
で
は
循
環
型
森
林
経
営
の
理
念

の
元
、将
来
の
確
実
な
資
源
確
保
を
念
頭
に
町
有
林
経

営
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。�

伐採した後の土地を整備する

北海道下川町
下川町は東京23区と同じ面積で、
そのうち９割が森林の農林業が
盛んな町。住民と『今と未来の
しもかわづくり』をおこない『幸
せ人口』の増加をめざすため、次
の三つに取り組む。既存産業と
新たな起業に対しての支援をお
こなう「潤いと活力のあるまち」、
子どもからお年寄りまで、安全
安心で、生きがいを持てる「幸せ
日本一のまち」、人材育成や人材
誘致に積極的に取り組み「住民
が主役で、活躍のできるまち」。

伊東 拓馬　いとう たくま

1991年京都府生まれ。2013
年に大学卒業後、京都府京丹
波町に入庁。2015年から２年
間、友好交流協定を締結してい
る下川町に派遣され、林務を担
当。京丹波町に戻り林務担当。
2020年に下川町に入庁し、森
林づくり専門員として施業計画
の作成や町有林から出材した
木材の売払などの町有林管理
や「スマート林業EZOモデル構
築協議会」の事務局を担当して
いる。
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物
用
医
薬
品
の
管
理
が
さ
れ
て
い
ま
す
。さ
ら
に
安
全

な
配
合
飼
料
が
供
給
さ
れ
る
こ
と
で
、皆
さ
ん
に
は
何

の
心
配
も
な
く
、「
卵
か
け
ご
飯
」な
ど
の
生
卵
を
使
っ

た
料
理
を
楽
し
ん
で
い
た
だ
け
る
の
で
す
。

飼
料
の
安
全
性
の
検
査
は

効
率
的
に
実
施
さ
れ
て
い
ま
す

　

わ
が
国
の
配
合
飼
料
の
生
産
量
は
年
間
２
４
０
０
万

㌧
程
度
と
、前
号
で
お
伝
え
し
ま
し
た
。仮
に
こ
れ
だ

け
の
量
を
全
量
検
査
し
よ
う
と
す
る
と
、膨
大
な
費
用

と
時
間
と
手
間
が
か
か
り
、現
実
的
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

ま
た
、飼
料
原
料
は
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
、大
豆
か
す
、油
脂

類
な
ど
さ
ま
ざ
ま
で
、生
産
国
も
多
岐
に
わ
た
り
ま
す
。

ど
こ
の
国
の
ど
ん
な
飼
料
原
料
の
安
全
性
に
懸
念
が
あ

る
か
も
わ
か
り
ま
せ
ん
か
ら
、検
査
せ
ず
に
フ
リ
ー
パ

ス
と
い
う
わ
け
に
も
い
き
ま
せ
ん
。

　

で
は
、実
の
と
こ
ろ
、配
合
飼
料
の
安
全
性
は
ど
の

よ
う
に
し
て
保
た
れ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。

　

基
本
的
な
方
法
は
ま
ず
、原
料
の
段
階
で
検
査
す
る

こ
と
で
す
。懸
念
の
あ
る
原
料
を
川
上
で
せ
き
止
め
て

し
ま
え
ば
、安
全
性
が
確
認
さ
れ
た
原
料
の
み
が
流
通

し
、安
全
な
配
合
飼
料
を
製
造
で
き
る
と
い
う
こ
と
に

な
り
ま
す
。

　

た
だ
し
、安
全
性
に
関
す
る
あ
ら
ゆ
る
懸
念
材
料
を

す
べ
て
確
認
し
て
い
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。リ
ス

ク
の
範
囲
や
程
度
を
徹
底
的
に
絞
り
込
み
、可
能
性
の

高
い
も
の
か
ら
順
位
付
け
を
し
て
、計
画
的
か
つ
効
率

的
に
チ
ェ
ッ
ク
し
て
い
ま
す
。例
え
ば
、生
産
国
の
法
律

や
検
査
体
制
、農
薬
の
製
造
・
使
用
実
態
な
ど
を
確
認

　

皆
さ
ん
は
、卵
を
生
の
ま
ま
食
べ
ら
れ
る
国
が
と
て

も
少
な
い
こ
と
を
ご
存
じ
で
す
か
。実
は
、流
通
し
て
い

る
す
べ
て
の
卵
を
生
で
食
べ
ら
れ
る
の
は
、日
本
く
ら

い
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。卵
の
殻
や
黄
身
、白
身
に
サ
ル

モ
ネ
ラ
菌
な
ど
が
混
入
し
な
い
た
め
に
は
、飼
料
の
原

料
の
生
産
や
製
造
、輸
送
や
保
管
、配
合
飼
料
の
製
造

な
ど
、あ
ら
ゆ
る
工
程
の
管
理
を
徹
底
す
る
必
要
が
あ

る
か
ら
で
す
。

　

例
え
ば
、ト
ラ
ッ
ク
の
荷
台
に
不
衛
生
な
も
の
が
残

っ
て
い
て
、そ
の
荷
台
に
飼
料
原
料
を
積
み
込
め
ば
、た

ち
ま
ち
汚
染
さ
れ
て
し
ま
い
ま
す
。ト
ラ
ッ
ク
の
事
業

者
や
運
転
手
さ
ん
に
は
、荷
物
の
運
行
だ
け
で
な
く
、

手
洗
い
・
消
毒
の
記
録
を
残
し
て
も
ら
う
な
ど
、す
み

ず
み
ま
で
多
く
の
対
策
が
と
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

国
内
の
養
鶏
場
で
は
優
れ
た
飼
養
衛
生
管
理
や
動

し
て
、生
産
国
で
使
わ
れ
る
は
ず
の
な
い
農
薬
の
残
留

検
査
は
省
略
し
て
い
ま
す
。ま
た
、干
ば
つ
・
洪
水
な
ど

に
よ
り
病
気
が
出
や
す
い
状
況
で
あ
れ
ば
、こ
れ
ま
で

使
わ
れ
た
こ
と
の
な
い
想
定
外
の
農
薬
が
使
用
さ
れ
る

可
能
性
も
考
え
る
、な
ど
と
い
っ
た
具
合
で
す
。

　

次
に
肝
心
の
検
査
の
中
身
に
つ
い
て
で
す
が
、ま
ず

は
食
品
の
安
全
基
準
が
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
見
て
み

ま
し
ょ
う
。

　

人
の
健
康
に
有
害
な
影
響
を
及
ぼ
す
可
能
性
の
あ
る

物
質
や
状
態
の
こ
と
を「
ハ
ザ
ー
ド
」と
い
い
、食
品
中

に
ハ
ザ
ー
ド
が
含
ま
れ
て
い
れ
ば
、人
の
健
康
に
悪
影

響
が
生
じ
ま
す
。こ
う
し
た
事
態
が
起
こ
る
可
能
性
と

影
響
の
程
度
の
こ
と
を「
リ
ス
ク
」と
定
義
し
て
い
ま
す
。

ハ
ザ
ー
ド
と
な
り
得
る
物
質
に
は
基
準
値
が
定
め
ら
れ
、

ｐ
ｐ
ｍ
な
ど
の
単
位
が
用
い
ら
れ
ま
す
。１
ｐ
ｐ
ｍ
と

は
１
㌧（
一
般
住
宅
の
お
風
呂
の
お
よ
そ
５
杯
分
）に
１

㌘
の
化
学
物
質
が
混
ざ
っ
て
い
る
状
態
で
す
。

　

日
本
に
お
け
る
、飼
料
を
含
む
食
品
分
野
の
リ
ス
ク

評
価
は
、国
際
的
な
考
え
方
に
則
り
、内
閣
府
食
品
安

全
委
員
会
が
お
こ
な
っ
て
い
ま
す
。ど
ん
な
リ
ス
ク
が

存
在
し
、ど
れ
だ
け
の
ハ
ザ
ー
ド
が
あ
る
の
か
、科
学

的
な
根
拠
に
基
づ
い
て
中
立
・
公
正
に
評
価
し
、そ
の

結
果
は
す
べ
て
公
表
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

実
際
に
食
品
が
安
全
か
ど
う
か
は
、問
題
を
起
こ
す

可
能
性
の
あ
る
有
害
物
質
を
身
体
に
取
り
込
む
量（
ば

く
露
量
）に
よ
っ
て
決
ま
り
ま
す
。食
品
の
場
合
、国

飼
料
は
食
品
並
み
の
高
水
準
で

安
全
性
が
保
た
れ
て
い
ま
す

ご存じですか

「飼料」の世界

第２回 飼料の安全性

短期集中連載

安全安心な卵や肉は、安全安心なエサからつくられ
るーその舞台裏の努力をのぞいてみましょう。

お話／協同組合日本飼料工業会　石川 巧
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［短期集中連載］ご存じですか「飼料」の世界

内
外
の
農
薬
な
ど
に
よ
り
残
留
す
る
可
能
性
の
あ
る

７
９
９
品
目
の
化
学
物
質
の
残
留
基
準
が「
食
品
衛
生

法
」に
よ
っ
て
定
め
ら
れ
て
お
り
、こ
れ
以
外
に
残
留

基
準
の
定
め
ら
れ
て
い
な
い
化
学
物
質
も
一
律
０
・01

ｐ
ｐ
ｍ
を
超
え
て
は
い
け
な
い
と
い
う
基
準
が
あ
り

ま
す
。

　

そ
し
て
飼
料
の
安
全
性
に
つ
い
て
は
食
品
の
安
全
性

が
法
律
で
定
め
ら
れ
て
い
る
の
と
同
様
、「
飼
料
の
安
全

性
の
確
保
及
び
品
質
の
改
善
に
関
す
る
法
律
」（
以
下
、

飼
安
法
）で
基
準
値
が
規
定
さ
れ
て
い
ま
す
。こ
れ
ら

の
法
律
の
土
台
に
は「
食
品
安
全
基
本
法
」が
あ
り
、飼

料
も
食
品
も
、国
民
の
口
に
入
る
食
べ
物
を
安
全
に
供

給
す
る
工
程
の
一
翼
を
担
う
と
し
て
、ど
ち
ら
も
同
等

の
水
準
で
安
全
性
を
保
つ
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

家
畜
が
有
害
な
物
質
を
含
む
飼
料
を
食
べ
て
し
ま
っ

た
と
仮
定
し
ま
し
ょ
う
。配
合
飼
料
は
一
度
に
大
量
に

供
給
さ
れ
る
た
め
、短
期
間
に
多
く
の
家
畜
が
被
害
を

受
け
る
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。さ
ら
に
、万
が
一
、

そ
の
畜
産
物
が
人
の
口
に
入
っ
た
場
合
、さ
ら
に
多
く

の
人
の
健
康
に
も
影
響
し
う
る
こ
と
か
ら
、有
害
な
物

質
を
含
む
飼
料
が
製
造
さ
れ
る
こ
と
の
な
い
よ
う
、厳

し
く
規
制
さ
れ
て
い
る
の
で
す
。

　

飼
安
法
で
は
飼
料
の
基
準
や
規
格
が
詳
細
に
定
め
ら

れ
て
お
り
、基
準
や
規
格
に
合
わ
な
い
方
法
で
飼
料
を

製
造
で
き
な
い
の
は
も
ち
ろ
ん
、保
存
も
販
売
も
使
用

も
で
き
ま
せ
ん
。ま
た
、定
め
ら
れ
た
基
準
や
規
格
に

合
う
も
の
か
ど
う
か
を
判
断
す
る
た
め
の
検
定
や
表
示

の
ル
ー
ル
が
厳
密
に
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。飼
料
に
か

か
わ
る
事
業
者

―
飼
料
原
料
の
生
産
国
の
生
産
者
、

輸
送
や
保
管
に
か
か
わ
る
各
事
業
者
、配
合
飼
料
の
製

造
工
場
、家
畜
の
生
産
者

―
は
そ
れ
ぞ
れ
が
飼
安
法

に
則
っ
て
責
任
を
果
た
し
、と
き
に
は
食
品
以
上
に
手

間
を
か
け
て
安
全
性
の
確
保
に
努
め
て
い
る
の
で
す
。

　

ま
た
、独
立
行
政
法
人
農
林
水
産
消
費
安
全
技
術
セ

ン
タ
ー（
Ｆフ

ァ

ミ

ッ

ク

Ａ
Ｍ
Ｉ
Ｃ
）と
都
道
府
県
に
よ
る
無
通
告

の
立
ち
入
り
検
査
も
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。飼
料
製
造

工
場
や
販
売
業
者
、さ
ら
に
は
倉
庫
や
船
舶
な
ど
、あ

す
べ
て
の
飼
料
製
造
事
業
者
が

安
全
確
保
に
貢
献
し
て
い
ま
す

ら
ゆ
る
場
所
が
対
象
で
、飼
料
を
収
去（
持
ち
出
し
）し
、

有
害
物
質
や
有
害
微
生
物
な
ど
の
残
留
や
混
入
が
な
い

か
分
析
し
、結
果
を
す
べ
て
公
表
す
る
こ
と
で
安
全
性

を
担
保
し
て
い
る
の
で
す
。

　

も
ち
ろ
ん
、ど
ん
な
業
界
の
製
造
工
場
に
も
失
敗
は

つ
き
も
の
で
す
。ひ
ょ
っ
と
す
る
と
意
図
せ
ず
に
問
題

の
あ
る
飼
料
を
製
造
し
て
し
ま
う
場
合
も
あ
る
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。そ
こ
で
、飼
料
製
造
事
業
者
は
立
ち
入
り

検
査
な
ど
で
有
害
物
質
の
混
入
が
疑
わ
れ
る
場
合
に
備

え
、ど
ん
な
飼
料
を
、い
つ
、ど
こ
で
、ど
れ
だ
け
、ど
の

よ
う
に
製
造
し
、販
売
し
た
の
か
を
記
し
た
帳
簿
の
備

え
付
け
、記
録
や
サ
ン
プ
ル
の
保
管
、製
品
の
モ
ニ
タ
リ

ン
グ
分
析
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

す
べ
て
の
飼
料
原
料
は
定
期
的
な
サ
ー
ベ
イ
ラ
ン
ス

（
調
査
・
監
視
）、モ
ニ
タ
リ
ン
グ（
調
査
・
観
察
）を
受
け
、

私
た
ち
が
よ
く
耳
に
す
る
抗
生
物
質
や
農
薬
の
残
留
の

状
況
、未
承
認
の
遺
伝
子
組
み
換
え
穀
物
の
混
入
実
態
、

有
害
な
微
生
物
の
汚
染
状
況
な
ど
も
併
せ
て
公
表
さ
れ

て
い
ま
す
。気
に
な
る
項
目
が
あ
れ
ば
、ぜ
ひ
一
度
、Ｆ

Ａ
Ｍ
Ｉ
Ｃ
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

最
終
回
と
な
る
次
号
で
は
、飼
料
と
環
境
問
題
に
つ

い
て
お
話
し
し
た
い
と
思
い
ま
す
。�

安全な食べ物が届けられるまで

協同組合 日本飼料工業会 
業務部長 兼
安全プロセス推進室長

石川 巧 
ISHIKAWA Takumi

いしかわ たくみ
1964年、愛知県生まれ。東京農工
大学連合大学院博士課程単位取
得満期退学。財団法人日本農業研
究所研究員、日本獣医生命科学大
学、女子栄養大学、麻布大学など
の非常勤講師などを経て2004年
から現職。

①飼料原料は法律に
　基づき検査されます

②安全でない原料は
　取り除かれ
　配合飼料が作られます

③家畜は安全な飼料で
　育てられます

いただきます

飼料 飼料
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読まれてます

タイトル 著者 出版社 税込価格
1 誰が農業を殺すのか 窪田 新之助、山口 亮子／著 新潮社 946円
2 ビジネスパーソンのための日本農業の基礎知識 奥原 正明／著 信山社 1,320円
3 東日本大震災から10年 海洋生態系・漁業・漁村 日本水産学会／監修

片山 知史、和田 敏裕、河村 知彦／編 恒星社厚生閣 4,510円
4 森林に何が起きているのか――気候変動が招く崩壊の連鎖 吉川 賢／著 中央公論新社 924円
5 令和４年版 食料・農業・農村白書 農林水産省／編 農林統計協会 2,860円
6 使い切れない農地活用読本――荒らさない、手間をかけない、みんなで耕す 農山漁村文化協会／編 農山漁村文化協会 1,980円
7 季刊地域No.52 2023年冬号（特集：山活! 稼ぐ 楽しむ 人を巻き込む） 農山漁村文化協会／編 農山漁村文化協会 943円
8 日本農業の動き216――フードテックは何を目指すのか 農政ジャーナリストの会／編 農山漁村文化協会 1,320円
9 農協の闇

くらやみ

　 窪田 新之助／著 講談社 1,210円
10 農林水産省名鑑 2023年版 ー 時評社 4,730円

吉
川 

賢 

著
　
中
公
新
書

『
森
林
に
何
が
起
き
て
い
る
の
か

 

気
候
変
動
が
招
く
崩
壊
の
連
鎖
』

　

知
的
刺
激
に
満
ち
た
本
を
読
ん
で
い
る
と
、と
き
に

は
っ
と
す
る
文
章
に
出
会
う
こ
と
が
あ
る
。例
え
ば
、本

書
に
は
次
の
よ
う
な
一
文
が
あ
る
。「（
樹
木
が
特
性
や

形
態
を
変
化
さ
せ
て
生
き
残
る
）そ
の
た
め
に
は
時
間

が
か
か
る
の
で
、温
暖
化
の
よ
う
な
速
い
変
化
に
対
応

す
る
こ
と
は
で
き
な
い
」

　

確
か
に
夏
は
以
前
よ
り
暑
く
な
り
、冬
は
前
ほ
ど
雪

が
降
ら
な
く
な
っ
た
。多
く
の
人
は
温
暖
化
が「
気
が
つ

け
ば
」と
い
う
レ
ベ
ル
の
長
い
時
間
の
な
か
で
起
き
て

い
る
こ
と
だ
と
感
じ
て
い
る
。本
書
を
読
む
と
、そ
れ

を「
速
い
」と
受
け
止
め
る
よ
う
な
危
機
感
を
持
ち
、森

林
の
こ
と
を
考
え
る
べ
き
だ
と
気
付
く
。

　

く
り
返
し
強
調
し
て
い
る
の
は
、巨
大
に
見
え
る
森

林
も
環
境
の
変
化
で
壊
滅
的
な
打
撃
を
受
け
る
点
だ
。

エ
ル
ニ
ー
ニ
ョ
が
原
因
で
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
で
起
き
る
大

規
模
な
森
林
火
災
や
、シ
ベ
リ
ア
の
針
葉
樹
林
の
危
機

だ
け
で
は
な
い
。例
え
ば
森
林
の
中
に
道
を
通
す
と
、林

の
中
に
光
が
差
し
、風
が
通
る
よ
う
に
な
っ
て
木
が
枯

れ
始
め
る
。つ
い
に
は
道
か
ら
遠
く
離
れ
た
場
所
ま
で

荒
廃
が
進
み
、山
地
の
崩
壊
を
引
き
起
こ
す
。人
が
自

然
と
親
し
む
は
ず
の
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
名
の
も
と
に

そ
れ
が
起
き
る
。

　

日
本
の
里
山
の
イ
メ
ー
ジ
も
一
変
す
る
。ほ
と
ん
ど

の
人
は
こ
の
言
葉
で
、の
ど
か
な
風
景
を
連
想
す
る
の

で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。実
態
は
人
が
ギ
リ
ギ
リ
ま
で
利

用
し
尽
く
し
た
山
林
を
指
す
。伐
採
を
繰
り
返
し
て
土

壌
が
劣
化
し
、痩
せ
た
山
へ
と
変
わ
り
果
て
た
。筆
者

は「
人
が
自
然
と
安
定
的
に
調
和
し
て
い
た
場
所
で
は

な
か
っ
た
」と
強
調
す
る
。

　

自
然
と
向
き
合
う
仕
事
や
研
究
は
、思
想
と
い
う
べ

き
も
の
を
生
み
出
す
こ
と
が
あ
る
。優
れ
た
農
業
者
と

接
し
て
い
る
と
、天
候
不
順
と
い
う
み
ず
か
ら
コ
ン
ト

ロ
ー
ル
で
き
な
い
も
の
と
相
対
す
る
た
め
の
、重
心
の

低
い
構
え
を
感
じ
る
こ
と
が
あ
る
。

　

で
は
森
林
を
見
つ
め
る
仕
事
か
ら
、ど
ん
な
思
想
が

生
ま
れ
る
の
だ
ろ
う
。「
森
林
は
我
々
と
時
間
も
空
間
も

ス
ケ
ー
ル
が
だ
い
ぶ
違
う
世
界
で
あ
る
」。本
書
は
そ
う

指
摘
す
る
。自
分
が
生
き
て
は
い
な
い
未
来
の
地
球
の

こ
と
ま
で
想
像
し
な
が
ら
、何
を
す
べ
き
か
を
考
え
る
。

そ
ん
な
態
度
だ
ろ
う
。

　

筆
者
が
期
待
す
る
の
は「
人
間
が
持
っ
て
い
る
万
物

に
勝
る
優
れ
た
能
力
」だ
。崩
壊
を
食
い
止
め
る
こ
と

が
で
き
る
の
は
、将
来
を
見
越
し
て
行
動
す
る
人
の
力

し
か
な
い
。本
書
は
そ
う
教
え
て
く
れ
る
。�

�

吉
田�

忠
則
（
日
本
経
済
新
聞
社�

編
集
委
員
）

崩
壊
の
阻
止
に
必
要
な
人
類
の
決
意

2022年12月発行・924円

三省堂書店農林水産省売店における農林水産関連書籍　売り上げ上位10冊（2023年１月１日～１月31日）
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戦
後
造
成
さ
れ
た
国
内
の
人
工
林
が
成
熟
し
、

大
径
材
の
供
給
が
増
加
し
て
い
る
。大
径
材

は
従
来
、高
樹
齢
の
良
質
丸
太
か
ら
和
室
の
造ぞ

う

作さ
く

材

な
ど
付
加
価
値
の
高
い
製
材
品
が
生
産
さ
れ
、丸
太

そ
の
も
の
も
高
値
で
取
引
さ
れ
て
い
た
。

　

し
か
し
、現
在
供
給
さ
れ
て
い
る
大
径
材
は
品
質

が
あ
ま
り
良
好
で
は
な
く
、美
観
が
求
め
ら
れ
る
製

材
品
の
生
産
に
は
不
向
き
な
丸
太
が
主
体
で
、用
途

が
確
立
し
て
い
な
い
た
め
に
需
要
が
低
迷
し
て
い
る
。

長
引
く
国
産
材
丸
太
価
格
の
低
迷
に
大
径
材
利
用
の

課
題
が
加
わ
り
、伐
期
に
達
し
た
人
工
林
の
伐
採
が

進
ま
ず
、伐
採
し
て
も
再
造
林
の
コ
ス
ト
が
捻
出
で

き
な
い
と
い
う
悪
循
環
が
生
じ
て
い
る
。持
続
可
能

な
国
産
材
時
代
に
向
け
、大
径
材
の
利
用
促
進
が
喫

緊
の
案
件
と
な
っ
て
い
る
。

　

こ
う
し
た
背
景
か
ら
、私
た
ち
は
大
学
・
公
設
試

験
研
究
機
関
・
民
間
企
業
と
連
携
し
て
、大
径
材
の

建
築
用
材
と
し
て
の
需
要
拡
大
を
め
ざ
し
た
取
り
組

み
を
進
め
て
い
る
。「
径
が
大
き
い
」と
い
う
特
長
を

活
か
し
、大
径
材
か
ら
樹
心
を
含
む「
心
持
ち
角
」、樹

心
を
含
ま
な
い「
心
去
り
角
」、「
幅
広
板
」な
ど
の
断

面
の
大
き
な
製
材
品
を
生
産
し
、国
産
材
の
利
用
比

率
が
少
な
い
梁は

り
・
桁け

た

材
、枠
組
壁
工
法（
ツ
ー
バ
イ
フ

ォ
ー
工
法
）用
部
材
、中
大
規
模
木
造
建
築
用
部
材

な
ど
と
し
て
活
用
す
る
た
め
の
技
術
開
発
で
あ
る
。

こ
の
技
術
の
要
点
は
、製
材
品
の
品
質
を
製
材

前
の
丸
太
の
段
階
で
予
測
す
る
と
こ
ろ
に
あ

る
。具
体
的
に
は
、製
材
品
の
強
度
性
能
に
関
連
す
る

指
標
で
あ
る
ヤ
ン
グ
係
数（
た
わ
み
に
く
さ
の
指
標
）

と
密
度
、乾
燥
効
率
に
影
響
す
る
含
水
率
に
つ
い
て
、

丸
太
内
部
で
の
分
布
を
評
価
し
、丸
太
の
任
意
の
部

位
か
ら
得
ら
れ
る
製
材
品
の
品
質
を
あ
ら
か
じ
め
把

握
す
る
。こ
の
技
術
に
よ
り
、製
材
前
に
丸
太
を
選
別

し
て
製
材
品
の
強
度
性
能
や
乾
燥
効
率
を
考
慮
し
た

最
適
な
木
取
り
を
適
用
し
、要
求
さ
れ
る
品
質
を
満

た
す
製
材
品
の
供
給
が
可
能
と
な
る
。例
え
ば
、ヤ
ン

グ
係
数
が
高
く
含
水
率
が
低
い
と
予
測
さ
れ
た
製
材

品
は
梁
・
桁
材
と
し
て
利
用
、ヤ
ン
グ
係
数
が
高
く

含
水
率
も
高
い
と
予
測
さ
れ
た
製
材
品
は
乾
燥
が
比

較
的
容
易
な
板
製
品
で
あ
る
枠
組
壁
工
法
用
部
材
に

利
用
す
る
と
い
っ
た
具
合
で
あ
る
。

　

こ
れ
は
、さ
ま
ざ
ま
な
種
類
の
製
材
品
が
生
産
可

能
な
大
径
材
な
ら
で
は
の
技
術
で
あ
る
。大
径
材
の

利
用
促
進
に
お
い
て
は
、多
様
化
す
る
消
費
者
ニ
ー

ズ
に
対
応
し
て
原
木
を
選
別
し
、適
材
適
所
で
効
率

的
に
利
用
す
る
こ
と
が
非
常
に
重
要
で
あ
り
、そ
の

た
め
に
は
川
上
か
ら
川
下
ま
で
の
さ
ら
な
る
連
携
が

不
可
欠
で
あ
る
。�
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